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第一章  有部系論書における煖と頂と信の関係  
第一節  問題の所在  
第二節  『発智論』の煖・頂  
第三節  『甘露味論』  における煖・頂  
第四節  『雑心論』における煖・頂  
第五節  『順正理論』における煖・頂  
第六節  『ディーパ』における煖・頂  
第二章  『発智論』と『婆沙論』における三義観七処善  
第一節  問題の所在  
第二節  三義観と七処善について  
第三節  『発智論』における三義観七処善の有漏無漏分別  
第四節  『婆沙論』における三義観七処善の位置付け  
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第三章  有部系論書における四念住説の位置付け  
第一節  はじめに  
第二節   『倶舎論』の四念住説とその問題点  
第三節  四顛倒の対治を説く四念住説  
第四節  諸法の分析を説く四念住説―『心論経』や『倶舎論』等―  
第四章  倶舎論修行体系における三義観七処善  
第一節  問題の所在  
第二節  『倶舎論』の記述形式  
第三節  『倶舎論』の非伝説句に対する『順正理論』の立場  
第四節  『倶舎論』注釈書の見解  
第五章  新出梵文倶舎頌と諸倶舎頌の関係  
第一節  問題の所在  
第二節  新出倶舎論頌写本（ポタラ宮倶舎頌）について  
第三節  『倶舎頌』改変の意図  
第四節  世親形色批判に反論する『顕宗論』対応の五偈  
第五節  世親の三世実有説批判に反論する未詳の三偈  
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語資料の提示に当っては可能な限り原サンスクリットを明記するか、あるいは原文が存在しな
い場合は原サンスクリットを想定して示すことが望ましいが、本論文では十分にそれがなされ
ているとは言えない。また、一部、サンスクリット文からの翻訳に、注釈を十分参照していな
いがための不明確な部分も見受けられる。さらに、日本語表現について、全体的には簡潔を通
しているにもかかわらず、一部では内容的にも文言的にも重なる場合も見受けられる。  
 しかし、このような難点は本論の価値を減ずる程のものではない。本論文は、先行研究が遣
り残した説一切有部の修行徳目が諸論書においてどのように発展していったかという過程の
解明を文献学的研究の着実な手法を用いて明らかにし、所期の目的である「有部修行体系にお
ける『俱舎論』の修行体系の特異性を明らかにする」ことを十分に達成している。よって、本
論文は博士（文学）の学位を授与するに相応しいと判断する。  
 
